
「早くお兄ちゃんとお外で
　　　　　三輪車に乗って遊びたいよ～」
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　４
月
29
日
、
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
令
さ
れ
、
仁
淀
川
町
で
は
、
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森
直
隆
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ん
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輔
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ん
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宝
単
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ま
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事
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り
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達
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、
記
念
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影
を
行
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ま
し
た
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）

昭和４３年１月 仁淀村消防団入団

昭和４５年２月 仁淀村消防団班長

昭和４９年２月 仁淀村消防団部長

昭和５０年４月 仁淀村消防団副分団長

昭和５１年２月 仁淀村消防団分団長

昭和５２年９月 仁淀村消防団副団長

平成　５年４月 仁淀村消防団団長

厳かに、
　優雅に、ときに激しく
　 名野川磐門神楽奉納

《3》 広報によど川 7月号 広報によど川 7月号 《2》

いろいろなゴミが集まりました

勇壮に舞う山田さん（薙刀の舞）

四天の舞

大石町長と記念撮影（あがわ荘）

６月15日　菜野川神社(峠ノ越)で、国の

重要無形民俗文化財に指定されている名野川磐門神楽が奉納されました。

  この日は、午後１時から始まり約４時間にわたって13演目が奉納されまし

た。舞ごとに少しずつ変化するお囃子に合わせ優雅に、ときに激しく。観衆

はいつしか神楽の世界へと引き込まれていきます。 

　なかでもダイナミックな薙刀の舞を披露するのは山田和寛さん（加枝）。

大崎小５年のときに授業の一環で名野川磐門神楽を体験。その後２０歳を過

ぎてから保存会の誘いを受け、神楽太夫の一員として継承に努めています。

　舞を終えた山田さんは「熱心に指導してくれることが本当にうれしいです。

これからもその期待に応えられるようしっかり舞いたい」と力強く話してく

れました。

5月23日　川と親しむイベント「仁淀川クリーン作戦in仁

淀川町」が行われ、「仁淀川の“緑と清流”を再生する会

（奥田英雄会長）」や地元住民約１５０人が参加しました。

　朝９時にふれあい公園(北浦)をスタートし、清流を眺め

ながら清掃に汗を流しました。ゴール地点の「宮崎の河

原」では、清掃を終えた子どもたちが集まり、水生生物採

取に歓声をあげながら夢中になっていました。

　また、カヌー体験に参加した方は、「子どもと一緒にき

れいな川を満喫しながら、家族みんなで過ごせる素敵な時

間でした」と大満足でした。

5月30日　長者地区の棚田で、高知市二葉町自主防災会の有志と同市若松町自主

防災会長、「だんだんくらぶ（西森勇幸会長）」のメンバーや地域おこし協力隊

が田植えを通じて交流を深めました。

　この取り組みは、災害が発生した際に、都

市と山村が手を結び、お互いが助け合おうと、

２０１２年から始まりました。

　当日は、初めに同くらぶ副会長の岡﨑信守

さんから「箸をつかむ要領で、苗を３、４本

つかんで挿し込みます」とのコツを教わり、

いざ田んぼへ。澄んだ空気の中で土に触れ、

自然を満喫しながらの貴重な体験に参加者か

らは喜びの声が上がっていました。 

　西森直隆さんは、昭和43年１月１日仁淀村消防団に入団以来、35年の長き

にわたり、消防活動の第一線に立ち、消防力強化拡充に献身的に努力され、

消防団員としての職責を全うし多大な功績を収められました。

　特に、昭和６２年１月に長者地区で発生した民家火災では、急傾斜地で防

火水槽の無い厳しい水利条件でしたが、副団長として現場に到着するや直ち

に、火災現場下方３５０メートル離れた長者川からホースを延長、中継を分

団員に命じ隣家、山林への類焼を防ぎ、機敏な状況判断で被害を最小限にと

どめるなど、消防団の使命達成のため尽力されました。
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昭和３６年１１月 仁淀村消防団入団

昭和４０年　４月 仁淀村消防団班長

昭和４７年　７月 仁淀村消防団部長

昭和５８年１１月 仁淀村消防団副分団長

昭和６０年１１月 仁淀村消防団分団長

平成　５年　４月 仁淀村消防団副団長

　谷脇洋輔さんは、昭和36年11月27日仁淀村消防団に入団以来、33年の長

きにわたり消防活動の使命の重要性を深く自覚し、規律厳正、消防技能と教

養の練達に励み、常に消防防災活動に尽力されました。

　また、平成５年４月副団長として幹部の要職に就任して以来、機会あるご

とに団員の訓練、研修会を実施するなど、日々の自己教養を高めながら積極

的に団員の資質向上と士気高揚に努められました。

　また、有事に際しても時機に即した状況判断と決断をもって消防の任務遂

行にあたるなど、消防団の発展のために大きく貢献されました。

　織田香與喜さん（本村）が、６月１日に１００歳の誕生日を迎え

ました。大石町長が入所先の特別養護老人ホームあがわ荘を訪問し、

「これからも健康に気を付けて、お元気でいてください」と声を掛

け、長寿祝い金を贈呈しました。

　普段から自分で食事をされるという元気な織田さん。平成２５年

に入所してから始めた生け花やちぎり絵を入所者の方と楽しんでい

るそうで、所内には色鮮やかな作品が飾られています。織田さん、

いつまでもお元気でお過ごしください。

仁淀ブルーをさらに美しく ！  仁淀川クリーン作戦

棚田で田植え体験  だんだんくらぶが高知市二葉町と交流

１００歳おめでとうございます ～これからもお元気で～
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心地よい音色に酔いしれて
　　　スプリングコンサート

《5》 広報によど川 7月号 広報によど川 7月号 《4》

美しいハーモニーが響き渡る会場

品物を手に取り買い求める参加者でにぎわう会場

高知大生によるもぐらタタキならぬ人間タタキ

新鮮な地元のうまいもんがずらり

５月２４日　大崎地域集会所（旧大崎小学校２階）で

スプリングコンサートが開催されました。

　今回は、フルート奏者の安藤千織さんとケーナ奏者

の大目真壱さんが演奏を披露しました。耳に馴染みの

ある曲が演奏されると、手拍子や一緒に歌うなど、そ

れぞれに楽しむ姿が印象的でした。

　爽やかな風と奏でられる心地よい音色に酔いしれた

ひとときでした。
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携
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　ま
た
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で
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を
使
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放
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を
実
施
。
そ
の
後
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た
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食
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る
な

ど
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
、
防
災
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

色鮮やかに咲き誇る
長者花しょうぶ祭り

６月１４日　集落活動センター「だんだんの里」前

の棚田で「だんだんくらぶ（西森勇幸会長）」主催

の第１０回長者花しょうぶ祭りが開催されました。

　当日は残念ながら雨模様でしたが、花は大喜び。

会場の棚田には艶やかな花しょうぶが色鮮やかに咲

き誇りました。

　また、高知大学地域協働学部の学生も応援に駆け

付け、趣向を凝らした催しものを披露すると、子ど

もたちは大盛り上がり。ステージ上では、ちびっこ

じゃんけん大会やコンサートなども行われ、世代を

超えた歓声が山里に響いていました。

　人と触れ合い、長者のうまいもんを満喫した参加

者は、花しょうぶの華麗な姿と周囲の自然とが調和

して作り出す幻想的な風景を楽しんでいました。

お目当ての品物に列！　山のなんでも市

介護の必要な方が利用できる避難所（福祉避難所）があります
  町内には、介護の必要な方が利用できる避難所（福祉避難所）があります。介護の必要な高齢者

や障害者など一般の避難所では生活に支障を来す人に対してケアが行われるほか、要援護者に配慮

した手すりやスロープなどバリアフリー化が図られています。

　福祉避難所は災害の危険がある場合に

開設されます。避難される場合、原則、

介添人の同行が必要で、食事や日用品を

持ってきていただくことになります。

　なお、町が指定している福祉避難所は

右記のとおりです。

■問い合わせ

　仁淀川町役場総務課　☎３５－０１１１

　池川総合支所住民課　☎３４－２１１１

　仁淀総合支所住民課　☎３２－１１１１

６月１４日　山村自然楽校しもなの郷で、恒例の

「山のなんでも市」が開催されました。

　会場では、産品の直売と田楽や炊き込みご飯など

地元自慢のおいしい食べ物の販売が行われました。

なかでも一番人気は地元の山で採れた山野草で、多

くの方が買い求めていました。

　土佐市から訪れたご夫婦は、「山の中でのイベン

トは何度来ても新鮮。目当てのもの以外で珍しいも

のを見つけるのがとにかく楽しいです」と話してい

ました。自然を大切にしている地元の方の温かなお

もてなしに心癒やされる一日となりました。

あんどう   ち  おり

おお  め  しんいち

寺
村
・
大
野
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で

　物
資
輸
送
訓
練
実
施

①訓練を見学する住民（寺村） ②大野ヘリポートへ着陸　③届いた物資を受け取る寺村分団団員　④物資を

確認する用居分団団員（大野） ⑤防災学習会の様子（旧寺村小体育館） ⑥消火栓にホースをつなぎ行われ

た放水訓練（大野） ⑦届いた非常食を試食する住民（大野コミュニティセンター）

①①②②③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

町指定「福祉避難所」一覧

■デイサービスセンター「とちの木園」(大崎) 

　☎３５－０２５５

■デイサービスセンター「ひなた荘」(森) 

　☎３２－１５００

■高齢者福祉センター「なごみの里」(森) 

　☎３２－１２３０

■デイサービスセンター「池川」(下土居) 

　☎３４－２０６９



《7》 広報によど川 7月号 広報によど川 7月号 《6》

わんぱくカーニバル in 仁淀
■日　時　７月３０日(木)　10:00～17:00

　　　　　※受付開始 9:30～

■場　所　長者川かじやごう橋～加藤石材店下部

■内　容　アユのしゃくり（※小学生以下対象）

　　　　　うなぎ、アメゴのつかみ取り

　　　　　昼食・かき氷コーナーなど

■参加料　保護者５００円  小学生以下２００円

■問い合わせ・申し込み　仁淀総合支所地域振興課  ☎３２－１１１３

池川の鮎を満喫する特別な１日

第４回 鮎×愛ふれあい祭り
　見て、釣って、食べて、池川の鮎をもっと

好きになる！

■日時　平成27年7月26日(日) 

　　　　少雨決行（雨天中止）

■場所　仁淀川町土居

　　　　／コスモス農協池川支所西

☆Aプラン：鮎釣り体験  ※先着15組

(おとり鮎2尾＋清流のおきゃく入場料付き)

  ◆大人 ペア1組9,000円（中学生以上）

  ◆親子 ペア1組8,000円

  ◆時間／受付8：30～開始9：00～11：00

☆Bプラン：清流のおきゃく ※先着70名

  ◆大人（中学生以上）お１人様 2,500円

  ◆子供（小学生）お１人様 1,500円

  ◆幼児（小学生未満）無料

  ◆時間／受付11：30～

　　　　　開始12：00～14：00

■申込締切　７月１４日(火)

　※定員になり次第、締切とさせていただきます

■問い合わせ・申し込み

　仁淀川町観光協会

　（9：00～17：30  定休日：毎週水曜日）

　☎３５－１３３３　　３５－１９２４

　池川地区の中央を流れる清流土居川(仁淀川の

支流)を舞台に、川下から川上に向けて杉の丸太

を３人１組(または１人)で引っ張り、そのタイム

を競う。(詳細は町ホームページまたは次号広報に掲載)

■日　時　８月１５日(土) 

　　　　　開会式　１３：００

　　　　　スタート１３：３０

■場　所　土居川（仁淀川町土居）

■部　門　○一般団体の部

　　　　　○一般個人の部

　　　　　○女性・家族の部

　　　　　○消防レスキューの部

■参加費　一人５００円（※中学生以下は無料）

詳細は下記まで問い合わせください。

■問い合わせ・申し込み

　池川清流まつり実行委員会事務局

　☎３４－２１１４

イベント情報

地域のお祭りベント情報
７月２５日（土） ●田村夕涼み会　田村多目的広場

８月　１日（土） ●土曜夜市　　　別府小学校グラウンド

５月24日　大阪市内で第３５回近畿仁

淀川会総会が盛大に開催されました。

　久しぶりの再会を喜び、思い出話に

花を咲かせ、交流を深めました。

　今回は同会副会長の片岡和彦さんに

近畿仁淀川会の始まりについてお聞き

しました。

ふる里「仁淀川町」を語り、今を語る交流の場    
第35回近畿仁淀川会総会 開催

＜連絡先＞

○近畿仁淀川会事務局

　岡崎電工株式会社内(担当：山崎・山根)

  〒600-8843　  　

　京都市下京区七条通新千本下ル

　☎０７５-３１４-４１５６　　０７５-３１４-１３８２

　Mail  m.yamane@okaden21.com

○ふるさと支援部隊・仁淀川町窓口（敬称略）

　岡村　重忠 ＜相談役＞  ☎０９０-７７５０-４０２５

　掛水　光政・笑子 ＜相談役＞  ☎０８８９-３６-０３２６

　高木　幸彦 ＜相談役＞  ☎０８８９-３２-１７１５

　中越　伊勢夫 ＜相談役＞  ☎０８８９-３２-１４７２

　中島　道生 ＜相談役＞  ☎０８８９-３２-２４５３

　青木　美香笑　☎０８８９-３４-２３２６　

　小崎　千恵　　☎０８８９-３５-０３４４

近
畿
仁
淀
川
会
の
始
ま
り 

　片
岡 

和
彦

　近
畿
仁
淀
川
会
は
、
今
か
ら
33
年
前
の
昭

和
57
年
10
月
３
日
に
大
阪
阿
倍
野
区
、
国

鉄
・
ち
と
せ
寮
で
結
成
、
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
の
53
人
の
カ
ラ
ー
写
真
が

今
年
も
総
会
冊
子
の
裏
表
紙
で
存
在
感
を
は

な
っ
て
お
り
ま
す
。
紙
面
の
関
係
上
、
全
文

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
仁
淀
川
会
結
成
へ

の
入
会
呼
び
か
け
文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
（
仁
淀
村
は
）
著
し
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
い
か
に
変
わ
ろ
う
と
も
私
共
の
墳

墓
の
地
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
そ
の
仁
淀
村
を
守
り
祖
先
を
祀

り
つ
づ
け
て
下
さ
る
村
民
の
方
々
に
対
す
る

謝
恩
の
意
味
も
本
会
設
立
の
趣
旨
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
。
」
「
親
睦
を
深
め
交
流
を
密
に

し
、
お
互
い
の
向
上
発
展
を
願
う
と
共
に
仁

淀
村
を
愛
し
、
そ
し
て
さ
さ
や
か
で
も
仁
淀

村
の
反
映
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

本
会
を
設
立
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
発
起

人
代
表

　片
岡
年
正
（
初
代
会
長
）
の
故
郷

に
よ
せ
る
深
く
熱
い
想
い
が
胸
に
迫
り
ま
す
。

代
表
は
「
片
岡
年
正

　高
瀬
生
、
沢
渡
、
道

芝
、
霧
の
窪
、
９
歳
ま
で
掛
水
、
23
歳
ま
で

吉
村
、
満
81
歳
」
と
自
己
紹
介
し
て
い
ま
す
。

高
瀬
で
生
ま
れ
て
、
沢
渡
、
道
芝
、
霧
の
窪

で
暮
ら
し
、
姓
は
掛
水
、
吉
村
、
片
岡
へ
と

変
わ
っ
た
と
か
。
す
で
に
故
人
と
な
り
ま
し

た
が
、
計
算
す
る
と
、
明
治
34
年
（
西
暦
１

９
０
１
年
）
生
ま
れ
、
ご
健
在
な
ら
１
１
４

歳
。
近
畿
仁
淀
川
会
、
い
や
仁
淀
川
町
に
と

っ
て
も
偉
大
な
先
人
で
す
。

　昨
年
初
め
、
家
内
が
老
前
整
理
等
を
始
め

た
と
こ
ろ
、
ち
と
せ
寮
で
結
成
総
会
を
開
催

す
る
旨
の
案
内
状
と
入
会
者
名
簿
（
76
人
）

が
入
っ
た
封
書
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
片
岡

年
正
初
代
会
長
は
、
書
家
（
書
号
、
芳
石
、

俳
号
、
瞭
月
）
で
し
た
か
ら
、
そ
の
表
書
き

は
迫
力
あ
る
墨
書
で
す
。
元
気
な
う
ち
に
断

捨
離
だ
と
か
、
こ
の
封
書
、
そ
う
は
い
か
ん

ぜ
よ
。

〝
仁
淀
川
町
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
〞

　近
畿
で
暮
ら
し
て
い
る
仁
淀
川
町
出
身
者
、
友
人
、

親
族
の
方
に
本
会
を
P
R
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

仁
淀
川
町
が
合
併
し
て
10
年
近
く
な
り
ま
す
。
吾

川
・
池
川
・
仁
淀
出
身
者
が
近
畿
で
仲
良
く
集
え
る

総
会
に
発
展
す
る
よ
う
、
役
員
一
同
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
来
年
の
総
会
は
５
月
22
日(

日)

午
前
11
時
開

催
予
定
で
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

近
畿
仁
淀
川
会
役
員
一
同

副会長  西川美恵子　記

多くの人でにぎわう会場(昨年の様子)

第58回池川清流まつり

激走の丸太川上りレース
　　　参加者募集！
各部門の第１位から３位まで金一封を贈呈！

（子どもは小学3年～6年生）



《9》 広報によど川 7月号 広報によど川 7月号 《8》

３時間１０分の制限時間いっぱい、 食べて、走って、また食べて！
収容バスに追いつかれないように 頑張って！

　平成１７年８月１日、池川町、吾川村、仁淀村の３町村が合併し、新生「仁淀川町」が誕生しました。

平成２７年度には、仁淀川町合併１０周年の節目を迎え、新たな一歩を踏み出します。その記念事業とし

てこのたび、「くいしんぼマラソンin仁淀川町」を開催します。

　特産品を使った軽食を各給水所に用意し、制限時間の中で、仁淀川町のうまいもんを堪能できる内容と

なっています。コースは大渡ダム公園を発着地として、春日神社（別枝）で折り返す２１．０９７５㌔。

大会ゲストには、世界陸上セビリア大会銀メダリストの市橋有里さんをお招きして、大会を盛り上げます。

　力走するランナーの大きな力になって一緒に

大会を盛り上げていただけるボランティアを募

集します。

●日　　時　１０月４日（日）

　　　　　　７：００～　１３：００(予定)

●内　　容　走路整理員・給水員等

　　　　　　※従事内容の詳細は、大会当日に

　　　　　　　担当係ごとに指示します

●申込期日　８月７日（金）

●申込方法

　詳細については、下記大会事務局までお問い

　合わせください。

■日　　時　１０月４日（日）

　　　　　　７：００～１４：００（予定）

■場　　所　大渡ダムへリポート（発着地）

■出店資格　町内飲食業者・町内で活動

　　　　　　する団体など

■申込方法 

　詳細については、下記大会事務局まで

　お問い合わせください。

■申込期日　８月７日（金）

仁淀川町
合併１０周年記念

『くいしんぼマラソン in 仁淀川町』 開催！『くいしんぼマラソン in 仁淀川町』 開催！『くいしんぼマラソン in 仁淀川町』 開催！

お問い合わせ・専用振替用紙請求先

いちはし あ   り

■開　催　日 ２０１５年１０月４日（日）
 スタート ９：００（雨天決行）

■会　　　 場  仁淀川町大渡ダム公園

 （仁淀川町高瀬）

■大会ｽｹｼﾞｭｰﾙ ◎受付開始　 7:30

 ◎開 会 式　 8:30

 ◎スタート　 9:00

大会ボランティアスタッフ募集 出 店 者 募 集

■参 加 資 格　心身共に健康で制限時間内（3時間10分）で完走できる満18歳以上の男女

■参 加 定 員　先着５００名　　　■参加料　４，０００円

■申 込 期 間

　◎インターネット　期間平成27年7月15日（水）～8月21日（金）

　　　　　　　　　　大会オフィシャルサイト（http://www.kuishinbo-marathon.jp）

　◎郵便振替用紙　　平成27年7月15日（水）～8月7日（金）

　　　　　　　　　　専用の郵便振込用紙をお送りしますので大会事務局へお問い合わせください。

　　　　　　　　　　また、大会事務局へ直接取りに来ていただいても結構です。

　　　　　　　　　　※定員を超えた場合は手数料を差し引いて参加料を返金します

「うまいもん」を堪能しながら走りませんか？

あなたの「がんばれ」が
　　　　 　　　　ランナーの力に！！

500人ランナーのおもてなしをしてみませんか？

　あなたも一緒に大会を楽しみ、「笑顔」と「声援」でラン

ナーと大会を元気に盛り上げましょう！ 

※当日の応援方法については、広報によど川９月号で掲載予定としていま

　すので、ぜひご覧ください



《11》 広報によど川 7月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　毎日暑い日が続きます。みなさん、熱中症という病気をご存じですか？

　熱中症は気温などの環境条件だけではなく、体調や暑さに対する慣れなど

が影響して起こります。気温がそれほど高くない日でも、湿度が高い・風が

弱い日や、からだが暑さに慣れていないときは注意が必要です。

軽い症状
めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗がとまらない

やや重い症状
頭痛、吐き気、嘔吐、からだがだるい(倦怠感)

重い症状
意識不明、言動がおかしい、高い体温である、

手足が動かない、ひきつけ

熱  中  症
～熱中症にならない暮らしの工夫していますか～

野外で活動をする時はマダニに注意！～中央西保健所からのお知らせ～

広報によど川 7月号 《10》

 7月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)

▲

１０日(金) 小児科医の相談会・講話(10：00～15：00)
　場所は子育て支援センターホール内です　
　※午後は、仁淀川町中央公民館で行っています
■問い合わせ

　仁淀川町地域子育て支援センター

   (仁淀川町大崎158)　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
仁淀川町母子支援事業は子育てママやプレママ、どなたでも参加できます。 

この機会にぜひ悩みや不安を解消し、楽しく子育てができることを願っています。

☆こんな症状があったら、
　　　　　熱中症を疑いましょう☆熱中症がもっとも多いのは

　　　　６５歳以上です

熱中症の患者割合

ダニが媒介する病気とは

対策の方法

■講師　

ＮＰＯ法人「カンガルーの会」

理事長　澤田　敬　先生

（小児科医・乳幼児精神保健医）

心身の発達・病気・予防接種など、

さまざまな相談質問に座談会形式

で応えていただけます。

出典：国立環境研究所「熱中症患者情報速報

　　　平成２６年度報告書より」

　　 ※四捨五入のため、100％になっていません

☆熱中症の予防には、水分補給と暑さを避けることが大事です！
予防ができているかチェックしてみましょう。

□こまめに水分・塩分補給

□エアコン・扇風機を上手に使用している

□シャワーやタオルでからだを冷やす

□部屋の温度を測っている

□暑いときは無理をしない

□涼しい服装をし、外出時には、日傘、帽子を使用している

□部屋の風通しをよくしている

□緊急時・困った時の連絡先を確認している

□涼しい場所を利用する

　熱中症は、高齢者の方だけではありません。乳幼児、肥満、糖尿病や心臓病等の持病をお持ちの方、

体調不良（二日酔い・寝不足等）、脱水状態、低栄養状態の場合等でも起きる可能性はあります。

            　　　　熱中症を予防して、元気な夏をお過ごしください。

①マダニに噛まれないように

・草むしり・畑仕事など野外で活動する時は、肌が露出しないように注意して、

　長袖・長ズボン・軍手・長靴などを着用しましょう。

・服の上や肌に虫除けスプレーを噴霧しましょう。

・地面や草むらに直接座ったり、寝転んだりする時は気をつけましょう。

②野外で活動した後で

・すぐにお風呂に入り、体にマダニがついていないか、よく観察しましょう。

・脱いだ服にマダニがついていることもあるので、すぐに洗濯するか、ナイロン袋に服を入れて口を

　縛っておきましょう。

③マダニに噛まれてしまったら

・肌についているマダニは自分で取らずに、医療機関（皮ふ科）で診てもらいましょう。無理に取ろ

　うとすると、マダニの一部が皮ふの中に残ってしまう可能性があります。

・発熱等の症状がある場合は、早めに病院（内科）を受診し、野山に入ったことを伝えてください。

※マダニに噛まれた＝感染するではなく、病原体を保有するマダニに噛まれることで感染します

〇軽い症状・・・涼しい場所に移動し、水分

　　　　　　　　補給をしてください

〇重い症状等・・救急車を呼んでください。

(注)軽い症状でも水が飲めない場合は緊急事態です。

　  救急車を呼んでください。

嘔気、嘔吐、
下痢、腹痛、

対

　策



広報によど川 7月号 《12》《13》 広報によど川 7月号

■■■お知らせコーナー■■■

○
客
室
清
掃
ス
タ
ッ
フ

　

■
時
給
７
０
０
円
〜
７
７
０
円

　（
客
室
清
掃
・
温
泉
清
掃
）

　高
校
生
歓
迎

■
時
間

　８
時
〜
14
時

■
出
勤
日

　

　①
週
４
〜
５
日

　②
土
、
日
な
ど
週
２
回
程
度

○
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

■
時
給
７
０
０
円
〜
７
７
０
円

　（
レ
ス
ト
ラ
ン
接
客
、
食
器
洗
い
）

　高
校
生
歓
迎

■
時
間

　①
12
時
〜
21
時

　②
18
時
〜
21
時

■
出
勤
日

　土
、
日
、
祝
日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

　ウ
ィ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
年
始

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・中
津
渓
谷
ゆ
の
森

　従
業
員
募
集
中

薬
物
乱
用
防
止

高
知
県「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

普
及
運
動

○
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

■
時
給
７
０
０
円
〜
７
７
０
円

　（
温
泉
接
客
、
電
話
予
約
対

　応
、
宿
泊
の
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

　ト
対
応
）

■
時
間

　①
８
時
〜
14
時

　②
８
時
〜
17
時

■
出
勤
日

　

　週
５
〜
６
日

■
申
込
方
法

　電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
持

　参
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
各
種
保
険
制
度
あ
り

  

（
条
件
に
よ
る
）

・
往
復
40
㌔
以
上
の
方
は
、
交

　通
費
支
給
有
り

■
問
い
合
わ
せ

　中
津
渓
谷
ゆ
の
森
（
井
上
）

　仁
淀
川
町
名
野
川
2
5
8
―
１

　☎
０
８
８
９
・
３
６
・
０
６
８
０

誘
わ
れ
て
も

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
と

　
　
　
　断
る
勇
気
を
持
と
う

　高
知
県
で
は
毎
年
６
月
20
日

か
ら
１
カ
月
間
、
高
知
県
「
ダ

メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動

と
し
て
、
薬
物
乱
用
防
止
に
関

す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
危
険
ド
ラ
ッ

グ
に
よ
る
健
康
被
害
や
検
挙
事

例
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

誘
わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　高
知
県
内
に
は
６
つ
の
協
議

会
が
あ
り
、
中
央
西
薬
物
乱
用

防
止
推
進
協
議
会
は
、
中
央
西

福
祉
保
健
所
が
事
務
局
と
し

て
、土
佐
市
、い
の
町
、日
高
村
、

佐
川
町
、
越
知
町
、
仁
淀
川
町

の
６
市
町
村
を
総
括
し
て
お

り
、
現
在
54
人
の
推
進
員
が
各

地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　仁
淀
川
町
で
は
、
９
人
の
薬

物
乱
用
防
止
推
進
員
の
方
々

が
、
各
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止

教
室
を
関
係
機
関
の
方
々
と
実

施
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
し
て
啓
発
活
動

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、片
岡
和
政
会
長
が
「
厚

生
労
働
省
医
薬
食
品
局
長
表

彰
」
を
、
大
野
孝
美
さ
ん
と
仁

淀
中
学
校
が
「
高
知
県
薬
物
乱

用
防
止
推
進
連
合
協
議
会
会
長

表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
仁
淀
川
町
の

      

薬
物
乱
用
防
止
推
進
員

  

片
岡
百
合
子
（
名
野
川
）

  

岡
本

　香
代
（
大
崎
）

  

片
岡

　智
準
（
寺
村
）

  

片
岡

　和
政
（
大
内
）

  

植
田

　和
生
（
東
村
下
）
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戦没者等のご遺族の皆さまへ
第十回特別弔慰金が支給されます

車検のことならおまかせを！
　一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間　８：００～１８：００
定 休 日　日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口　代表者 宮崎　照夫

四運証　第80-1115号　トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者)　自動車整備業賠償共済保険加入事業場

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん
広 告

▲

仁
淀
川
町
、
中
央
西
薬
物
乱
用
防
止

　推
進
協
議
会

　片
岡
会
長
を
囲
み
、

　保
健
所
職
員
、
当
協
議
会
員
の
方
々

○特別弔慰金の趣旨

　戦後７０周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎

となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国として改

めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰

金 ( 記名国債 ) を支給するものです。

  第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰の意

を表するため、償還額を年５万円に増額するとともに、５

年ごとに国債を交付することとしています。 

○支給対象者

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１日（基

準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病

者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦

没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先

順位のご遺族お一人に支給。

１．平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護

　　法による弔慰金の受給権を取得した方

２．戦没者等の子

３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

   ※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件

　　を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります

４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族

　　 （甥、姪等）

   ※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有して

　　いた方に限ります

○支給内容　額面２５万円、５年償還の記名国債

○請求期間　平成２７年４月１日から平成３０年４月２日

（請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることがで

きなくなりますので、ご注意ください）

○請求窓口　下記のとおり

※なお、平成３２年４月１日を基準日とする特別弔慰金については、

　平成３２年４月１日から請求受付を開始する予定です

請求手続きなど詳しくは、下記まで問い合わせください。

■問い合わせ・請求窓口

仁淀川町保健福祉課　　　

　☎３５－０８８８

池川総合支所健康福祉課　

　☎３４－２１１２

仁淀総合支所健康福祉課  

　☎３２－１１３２ 

　食は、生きる力を身につけ、豊かな人間性

を育んでいく基本となるものです。

　国や県・市町村では、健全な食生活を実

践することができる食育を推進しています。

  食育により、「食」に関する知識と「食」を

選択する力を習得し、健全な食生活を実践す

ることができる人間を育てることができます。

　県では、毎月19日を「家族そろっていただ

きますの日」と設定し、できる限り地域の食

材を使い家族全員で調理し、家族そろって

ゆっくり食事をいただき、食育について考え

実践する運動を展開しています。

　昨年度は、「TUNAGU」（繋ぐ）パートナ

ーシップ事業において、町内１００軒以上の

家庭訪問をさせていただきました。ご協力誠

にありがとうございました。

（中央西地区食生活改善推進協議会）

毎月19日は
　「食育の日」

　高知県が交付する「身体障害者手帳」「療

育手帳」「精神障害者保健福祉手帳」につ

いて、平成27年4月より、サイズが縦10.9cm

横8.1cm、カバーが水色に統一されることに

なりました。

  再認定、紛失等による手帳交付時に順次

切り替わりますが、希望者については随時切

り替えが可能です。

　なお、更新が必要でない方は、引き続き現

在の手帳を使用できます。

  切り替えの際、写真等必要な場合がありま

すので、詳しくは下記までお問い合わせくだ

さい。

■問い合わせ

　仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８

　池川総合支所健康福祉課　☎３４－２１１２

　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２

障害者手帳の
サイズとカバーが統一されます
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「巡回法律相談（無料）」のお知らせ

　仁
淀
川
町
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。
相
続
、
遺
言
、
離
婚
、
借
金
、
土
地
の
こ
と
な

ど
、
聞
い
て
お
き
た
い
気
が
か
り
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　弁
護
士
さ
ん
が
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
ま
す
。

高吾北消防本部
からのお知らせ

　梅雨が明け夏の暑さがやってくると、河川やプールなどに出

かける機会が多くなりますが、溺れて救急搬送される事故もこ

の時期に多くなります。河川やプール等で溺れる事故は、生命

を脅かす事故となる可能性が高いことから、十分な注意が必要

です。事故を防ぐために、次のような点に注意して楽しい夏を

過ごしましょう。

　町では、有害鳥獣による農林業被害の防止および有害鳥獣捕獲の担い手となる狩猟者の確保を目的と

して、予算の範囲内で下の補助事業を開始しております。希望される方は、下記まで問い合わせください。

①小さい子どもと一緒に水遊びをする際は、子どもから目を離さ

ず、保護者や大人が必ず付き添って遊びましょう。

②子どもが泳いでいる時は、プール等に監視員がいる場合でも油

断することなく目を離さないようにしましょう。

③飲酒後や体調不良時には遊泳は行わず、もし遊泳しようとして

いる人がいたら、周りにいる人は遊泳を止めさせましょう。

④海や河川では気象状況に注意を払い、荒天時や天候不良が予測

される場合は、遊泳や川岸等でのレジャーは中止しましょう。

⑤海や河川では、ライフジャケットを着用するなど、事故の未然

防止に努めましょう。

　溺れている人を見失わないように

注意しながら周囲に大声で助けを求

めましょう。そして一刻も早く消防

機関に通報しましょう。泳いで助け

に行くのは危険です。竹竿やロープ

など長いものを投げて引き寄せたり、

発泡スチロールやペットボトルなど

水に浮くものを投げて、つかまらせ

るようにしましょう。

河川やプール等での水の事故を防ごう

有害鳥獣による  農林業被害防止・捕獲の担い手確保を支援します

溺れている人を見つけたら

■問い合わせ　高吾北消防署　☎２６－２１１１　　仁淀川分署　☎３５－００１７
■申し込み・問い合わせ　仁淀川町社会福祉協議会

　本　　所  ☎３５－０２０７　大崎２６４－８      仁淀川町福祉センター内

　池川支所  ☎３４－２２３５　土居甲９２１－１　池川保健福祉センター内

　仁淀支所  ☎３２－２２３５　長者乙２４３５　   デイサービスセンターせいらん荘内

大西小校友会総会のご案内
　３４回目の校友会総会を開催します。

　大西小学校と池川小学校が統合して半世紀が過

ぎました。懐かしい小学校を忘れないために、旧

校舎や旧友を思い出しながら、楽しく語らいませ

んか。皆さまのご参加をお待ちしています。

　■日　  時　８月１６日 (日)　正午から

　■場　  所　大西地区多目的集会施設

　■参 加 費　男性　３，５００円

　　　　　　  女性　２，５００円

　■申込期日　８月１１日 (火)

　■申 込 先

　　会　長 山中　寿之　☎０８８９-３４-２６５８

　　　　　　　　　　　☎０９０-５９１０-５９２４

　　副会長 山中　喜郎　☎０８８９-３４-３７２２

　　　　　　　　　　　☎０９０-７１４２-５４２４

　大西地区内にお住まいの方は、各区長さんまで

お申し込みください。

　早いもので、平成１３年に池川町で同窓

会を開催してから十数年が経過しました

が、このたび、同窓会を開催する運びとな

りました。

　多数の皆さまのご参加をお待ちしています。

　■日　時　１０月１日(木)　午後２時から

　■場　所　高知市天然温泉旅館　三翠園

　　　　　 （高知市鷹匠町１－３－３５）

　■参加費　７，０００円（※１次会のみ）

　　　　　　※当日キャンセルは全額いただきます

　■申込期日  ９月１５日(火)

　■申 込 先

　　事務局　伊藤忠司 ☎０９０-７３３５-８３９５

　　※準備の都合上、出席される方はなる

　　　べく早くご連絡ください

昭和35年度池川小学校・
昭和38年度池川中学校同窓会

のご案内

相談者および相手方氏名、その漢字と読み仮名、大まか

な相談内容について確認させていただきます。

（予定）

お詫びと訂正　先月号で講習会を７月19日とお知らせしましたが、正しくは、７月12日です。お詫びして訂正します。

■問い合わせ

　仁淀川町役場産業建設課

　☎３５－１０８３

　池川総合支所地域振興課

　☎３４－２１１４

　仁淀総合支所地域振興課

　☎３２－１１１３
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池川総合支所改修工事に

     １億４,９９０万円

池川総合支所改修事業の概要 こ
こ
が
知
り
た
い
町
行
財
政
⑦

『
６
月
補
正
予
算
』 

　６
月
９
日
か
ら
10
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
６
月
定
例
議
会
で
一
般
会
計
補
正
予

算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
補
正
額
２
億
３
，

６
９
３
万
８
千
円
で
総
額
84
億
７
，
３

３
４
万
９
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
池
川
総
合

支
所
を
改
修
し
、
住
民
に
や
さ
し
く
利

用
し
や
す
い
庁
舎
に
す
る
た
め
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
を
行
う
工
事
費
用
と
し
て
１
億
４
，

９
９
０
万
円
を
補
正
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
仁
淀
川
町
地
域
防
災
計
画
に

指
定
さ
れ
た
避
難
所
に
、
災
害
時
の
緊

急
放
送
が
受
信
で
き
る
ラ
ジ
オ
の
受
信

設
備
を
設
置
す
る
費
用
と
し
て
、
２
８

５
万
円
を
補
正
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
に
は
、
仁
淀
中
学
校
の
技
術

棟
が
老
朽
化
等
に
よ
り
授
業
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
建
て
替
え

を
行
う
費
用
と
し
て
３
，
５
２
０
万
円

を
補
正
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

約
２
億
３
，６
９
４
万
円

～ 仁淀川町本庁舎建設予定地の状況 (６月末現在) ～

　現在、本庁舎建設予定地の既存施設解体工事が終了し、建設予定地の敷地が完成しようと

しています。

バリアフリー化等を目的として、エレベー

ターの設置、トイレの洋式化などの改修を

行い、高齢者等の利便性を向上させます。

■問い合わせ　佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

昼間の交通事故に比べて、重大事故になる確率が高い！
○ドライバーの方は、早めのライト点灯を心がけましょう

○歩行者の方は、明るい服を着用したり、反射材等を活用しましょう。

○交通安全協会会員の方には、反射材を差し上げます。お気軽にどうぞ。

夕暮れ時・夜間は 危険！！

池川総合支所全景

エレベーター・多目的トイレ設置予定場所

解体前

➡

６月末現在
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地域おこし協力隊がゆく
　皆さま、こんにちは。

　日に日に夏らしい日が多くなってきました。去年は雨が多く、

あまり夏が満喫できなかったので、今年こそは夏らしい夏が過

ごせることを楽しみにしております。

　仁淀川町の魅力は何より自然と暮らしが近いこと。川の美し

さと水の豊かさは本当に素晴らしいです。おいしい野菜、お茶

やお米、もちろんこんにゃく作りにもたっぷりと使っています。

こんにゃくの粗熱も冷たい川の水を使って冷やしています。水

を思う存分に使える豊かさ。顔を洗うのも洗濯するのも気持ち

良さが違います。ただ、水を出しっぱなしにしておいてよいと

いう感覚には、いまだに慣れません。都会の水道は当たり前に

消毒して浄水しています。水道代も高いです。美しい水は今や

世界的にも貴重な資源です。都会にいたら、喉から手が出るよ

うな豊かさが仁淀川町には当たり前にあると思うのです。

　こんにゃく作りは水の分量や一つ一つの重さの感覚など、だ

いぶ流れはつかめてきましたが、ボイラーや機械のことなど、

毎回お母さんたちに教えていただくことはまだまだあります。

夏場は工程をタイミングよく素早く行わないと、生地が丸めに

くくなります。また、衛生面にも気を付けていきます。

  最近では織合にある坂本商店さんの「里山の駅」にも置いていただいています。こんにゃくを作る

人が少なくなり、田舎こんにゃくを探していたそうです。お母さん方も、

約30年間地元のみなさんにおいしいこんにゃくを食べてもらいたいとい

う思いで作られてきました。その思いも大切に引き継いでいきたいです。

　また、一緒に池川こんにゃくの修業をしたいという方も引き続き募集

しています。興味のある方は下記までぜひご連絡ください。

　最後になりますが、４月に不注意により指を怪我した際は大変ご心配

をお掛けしました。こんにゃく作りもお母さん方や協力隊の西さん、岩

井さん、小原さんに助けていただきながら、お陰さまで休むことなくで

きました。今後も機械を使う際は、十分気を付けて作業して参ります。

ご心配、お声掛けくださった皆さま本当にありがとうございました。こ

の場を借りて御礼申し上げます。
　５月２９日に、第１回仁淀川町総合教育会議を開

催しました。

　これは、4月1日に施行された「地方教育行政の

組織及び運営に関する法律」の改正に伴い、地方公

共団体に設置することが義務づけられたもので、教

育の課題やあるべき姿を共有するため、町長と教育

委員会が幅広く意見交換を行う会議です。

　当日は、大石町長をはじめ、教育委員等が集まり、教育、学術および文化の振興に関する仁淀川町教

育大綱の策定を進めるとともに、策定中の仁淀川町まちづくり計画に沿って、地域の実情に合わせた教

育方針を打ち出していくことなどを確認しました。

　町では今後も、学校・家庭・地域のつながりを大切にしながら学力の向上を目指し、子どもから大人

まで、すべての町民が生涯にわたって学び合い、育ち合い、豊かな心を育み合える仁淀川町となるよう、

教育環境づくりを進めていきます。

ふる　き  　 あ 　 き 　 こ

～今月は古城亜希子隊員～

 「里山の駅」の坂本康榮さんと

庭に植えたこんにゃく芋

昨年度の別府小学校の拡大校内研の様子

昨年度の池川中学校の拡大校内研の様子

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

わが町の特色ある取り組み ☆拡大校内研

第１回仁淀川町総合教育会議を開催

　本紙１月号から３回にわたって掲載しましたように、わ

が町の重要な教育課題の一つが「学力向上」で、それには

授業改善が不可欠です。この授業力を磨く場として、一番

身近にあり、しかも最も重要なのが各校の校内研修です。

言ってみればうちの道場ですから、ここで汗を流し、腕を

磨かなければなりませんが、何よりも大切なのはレベルア

ップを目指す各自の意欲に他なりません。

　さて、研究所ができて間もなくから、『拡大校内研』と

いう取り組みを進め、今では本町の特色ある教育活動とし

て定着してきました。これは、小中それぞれの学校が、１

年間の校内研修計画の中で１回だけは町内の他の学校にも

案内を出し、授業を公開して研究協議を行い、授業の質を

高め合っていこうというものです。

　同時に、授業を通して学校間の連携を強化し、また、

よその学校の様子を見ることで全体の課題を知り、解決

のために共に頑張ろうという機運を高めることも、この

取り組みの狙いとしています。申し合わせとして、職員

会などが重なる日は避け、１校から原則1人以上参加す

るようにしていますが、校務の関係で参加が厳しい中で

も、自分たちの事業を根付かせるという意識のもとに、

年々質を高めながらここまできています。

　私たち教育研究所の役割は、開催日時の調整や講師探

し、あるいは参加の呼びかけなど、専ら舞台裏を受け持

って取り組んでいます。更に、名実ともに本町を代表す

る画期的な事業となるように力を注いでまいります。

（仁淀川町教育研究所長　堅田　潤平）

ご
寄
付
の
お
礼

◇
仁
淀
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
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ク
ト

　寄
付
金

　山
本

　正
心 
様(

佐
川
町)

◇
広
報
寄
付
金

　山
口

　勝
弘 

様(
吹
田
市)

　中
田

　幸
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生
駒
市)

　篠
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四
條
畷
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　井
上
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川
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岸
和
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　片
岡
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友 

様(

大
阪
市)

　片
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　友
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摂
津
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　貞
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高
知
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　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報
発

行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

   

　仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　三
浦

　良
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用
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　甫
木
元
自
動
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岩
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本
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子 

様(

上
土
居
第
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　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

   

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

意
見
交
換
の
様
子

■問い合わせ　地域おこし協力隊　　古城 亜希子　☎０９０－８０２４－５５７６
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仁淀川町行事カレンダー（7月・8月）……… ………

小児科医の相談会・講話
(子育て支援センター10:00〜)

　町に納める収納金の今月の

口座振替日は、

７月２７日(月) です。
※上記の日に引き落としができ

　ない場合の再度口座振替日は、

　８月10日(月)となります。

口座振替日の
お知らせ
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文　芸 投稿をお待ちしています
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　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「ぽんじゃらす全身マッサージ」を１名様、

「1,000 円クーポン」を５名様に。（当選者

の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成27年6月1日現在

  人　口6,062人   （-11）

  　  男　2,823人　　　　　 

  　  女　3,239人　　　　　 

 　  世帯数3,232世帯（-2）     

5月中の届出

転入19人　 転出22人

出生  3人　 死亡12人

（※転出取消1人）

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成27年7月1日発行（No.120）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

息をのむ水の透明度。周りを見

渡せばさまざまな表情を見せる

仁淀ブルーが目に飛び込んでき

ます。（安居渓谷　６月２４日）

第120回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　7/15（水）必着表

紙
の
写
真

カ
タ
ツ
ム
リ

☆
た
て
の
カ
ギ

1  

議
会
の
審
議
や
裁
判
所
の
審
理
な
ど
に

つ
い
て
、
直
接
の
関
係
者
以
外
に
も
第

三
者
が
そ
の
模
様
を
直
接
見
聞
き
す
る

た
め
に
座
る
場
所

2

　ウ
コ
ギ
科
の
多
年
草
。
○
○
の
大
木

3

　オ
ラ
ン
ダ
語
の
ゾ
ン
タ
ー
ク（
Ｚ
ｏ
ｎ
ｄ

ａ
ｇ
）の
訛
っ
た
も
の
で
、日
曜
の
こ
と 

4  

増
す
こ
と
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
ま

さ
っ
て
い
る
こ
と

5

　澄
ま
す
こ
と
。
気
取
る
こ
と

6

　産
卵
後
、
川
を
下
り
つ
つ
死
ん
で
ゆ
く

鮎
の
こ
と

11

　ど
れ
く
ら
い
の
年
数
。
い
く
ね
ん

13

　自
分
の
こ
と
、
自
分
に
関
係
の
深
い
も

の
を
、
自
分
で
ほ
め
人
に
誇
る
こ
と

15

　演
劇
。
ま
た
、
そ
れ
を
演
ず
る
小
屋

17

　地
面
に
、
あ
る
程
度
の
広
さ
と
深
さ
と

で
、
い
つ
も
水
の
た
ま
っ
て
い
る
所

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1  

有
毒
ガ
ス
や
煙
な
ど
か
ら
呼
吸
器
や
目

を
守
る
た
め
、
顔
面
を
覆
う
マ
ス
ク

7

　小
麦
粉
を
ね
っ
て
薄
く
の
ば
し
、
細
長

く
切
っ
た
食
品

8

　「
島
田
髷
」
の
略
。
日
本
髪
の
一
種
。

主
に
娘
が
結
う

9

　八
本
足
（
腕
）
の
海
産
軟
体
動
物
の
総
称

10

　分
か
れ
離
れ
る
こ
と
。
ば
ら
ば
ら
に
な

る
こ
と

12

　同
じ
血
統
の
一
団

14

　い
ろ
い
ろ
の
種
類
。
さ
ま
ざ
ま

16

　間
隔
・
範
囲
が
十
分
に
は
な
い

18

　ば
く
ち
を
す
る
所
。
ば
く
ち
ば

19

　金
の
力
を
も
っ
て
政
治
権
力
を
掌
握
す

る
こ
と

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数
26
人

　正
解
者
数
26
人

・
当
選
者

山
本
典
子(

西
古
城
山)

　松
田
春
栄(

竹
ノ
谷)

井
上
定
子(

中
村)
　谷
脇
実
依(

奈
呂)

坂
本
富
子(

佐
川
町)

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル 「

ぽ
ん
じ
ゃ
ら
す・全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　 

60
分
コ
ー
ス
」を
1
名
様
に
！

　
　「
１
，０
０
０
円
ク
ー
ポ
ン
」を
５
名
様
に
！

 

今
月
の
賞
品
は
、
「
タ
イ
古

式
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ぽ
ん
じ
ゃ
ら

す
」
提
供
の
全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ

60
分
コ
ー
ス
と
、
ど
の
コ
ー
ス

で
も
使
え
る
１
，
０
０
０
円
割

引
ク
ー
ポ
ン
で
す
。

  

足
の
裏
か
ら
適
度
な
刺
激
を

与
え
な
が
ら
全
身
へ
と
施
術
し

て
い
き
ま
す
。
血
行
促
進
、
自

然
治
癒
力
向
上
に
役
立
ち
ま

す
。
も
み
か
え
し
も
あ
り
ま
せ

ん
。
癒
や
し
効
果
も
抜
群
で

す
。

ほほえみの国タイに伝わる伝統マッサージ。

体を流れるエネルギーラインを指や肘、膝、足底で刺激して、

全身をほぐしていきます。「気持ちいい！」「最高！」の声が

続々。出かけるのは都合が悪いという方のためには、出張もし

ていて、喜んでいただいております。

ぜひ一度お気軽にお試しください。

心も身体もゆったりリラックス！
出張サービス大好評

　営業時間 　１０時～２０時

　全身コース ６０分 ４０００円～ 

　足裏コース ４０分 ３５００円～

　※お待たせすることのないよう、

　　お電話にてご予約をお願いします。

タイ古式マッサージ  ぽんじゃらす
　仁淀川町川口３７－３(交差点すぐ)

　【お問い合わせ・ご予約】

　☎０８０－３９２９－００３９

葛原

おかげさまで5年目になります

★商工会発行「プレミアム商品券」使えます。



「早くお兄ちゃんとお外で
　　　　　三輪車に乗って遊びたいよ～」

広報によど川
平成27年7月1日発行（No.120）

2015

月号7

いのうえ  　ゆうひ

平成26年６月21日生
保護者/弘基・奈緒

井上　裕陽ちゃん（下土居）

はじめまして ・  　 ・   　・

春
の
叙
勲
　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
く
い
し
ん
ぼ
マ
ラ
ソ
ン
ｉｎ
仁
淀
川
町
」開
催

寺
村・大
野
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
物
資
輸
送
訓
練
実
施

厳
か
に
、優
雅
に
、と
き
に
激
し
く
。名
野
川
磐
門
神
楽
奉
納


